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大仙市音楽祭 仙台フィル鑑賞
11月4日、大仙市音楽祭の目玉企画である仙台フ

ィルハーモニー管弦楽団の演奏を全校生徒が鑑賞

しました。

今年から始まった大仙市音楽祭は、11月３日か

ら３日間行われましたが、本校藤澤先生が所属す

る大曲吹奏楽団や大曲中学校吹奏楽部の演奏など

の他に、仙台フィルハーモニー管弦楽団による演

奏クリニックなどもありました。

メインは、この仙台フィルの演奏ですが、大仙

市では、市内全ての中学生をこの演奏会に招待し

てくださいました。音楽活動の盛んな本校生徒は、

和やかな雰囲気の中、一流の演奏に聴き入ってい

ました。演奏曲は、グリンカやブラームス、シュ

トラウスⅡ世、スメタナの曲でしたが、日本の外

山さんの曲も入っていました。楽器紹介は、本校

吹奏楽部が音楽教室で行った紹介を彷彿させるも

のでもありました。将来本校吹奏楽部からもプロ

のメンバーが誕生するかも。

サプライズ企画として「指揮者

体験コーナー」があり、本校３年

金子君が挑戦しました。「緊張して

います。」「貴重な体験をさせてい

ただきました。」と言った金子君は、

両手での指揮に拍手喝采を受け、

指揮者の松村さんからも「リズム

のよい指揮でした。」と褒めてもら

いました。記念の指揮棒をいただ

き、みんなにうらやましがられた

金子君です。仙台フィルを指揮で

きる機会はそうそうあるものでは

ありません。本当に貴重な体験で

した。また、本校生徒、大仙市の

中学生も、心に残る演奏会だったと思います。お

疲れ様でした。ありがとうございました。

３年生進路ＰＴＡ開催
11月１日、３年生の進路ＰＴＡが開催されまし

た。これまで、生徒会活動や部活動、さまざま学

校行事等を牽引して大きな成果を上げ、西仙北中

学校の新たな伝統を築いた３年生ですが、吹奏楽

部の定期演奏会を最後に部活動も全て引きつぐこ

とになり、生徒会役員選挙を終えて、執行部も１

・２年生にバトンタッチします。

いよいよ、

一人一人が

本格的に今

後の進路と

向き合う季

節になりま

した。そこ

で、秋田県

公立高校や

私立高校の

入試制度等を親子で聴く説明会として進路ＰＴＡ

を行いました。将来を見据え、見通しをもって今

後の進路の決定に臨めるように、卒業までの日程

等も示されました。

よりより進路選択ができるよう、本人を真ん中

に据え、保護者と学校がより緊密に連携していき

たいと思います。よろしくお願いいたします。

指導主事学校訪問
11月７日、指導主事の学校訪問があり、３年Ａ

組は社会科の授業を、また、３年Ｂ組は理科の授

業を参観していただきました。また、西仙北小学

校や近隣の中学校の先生方にも授業参観にお出で

いただきました。

社会科を参観していただいた大仙市教育委員会

指導主事阿部先生は、刈和野にお住まいで、本校

の実態や生徒たちもよく知っています。「アンケー

トで社会の授業を全員が好きという生徒たちは、

そのとおりで意欲的に学ぶ姿が見られた。」と褒め



ていただきました。また、「大仙市の課題を踏まえ

て、どの政策に力を入れるべきか」という学習課

題は、社会参画をねらい、学び（学校）と社会を

つなぐ学習課題であり、次期学習指導要領で求め

られる指導内容でもあるということで、今後の指

導の方向性を示していただきました。指導者には、

課題づく

りや資料

の活用、

授業展開

等につい

ても、時

間を延長

して詳し

くご指導

をいただ

きました。ありがとうございました。

理科の授業は、県教育庁義務教育課指導主事の

真崎先生に指導していただきました。真崎先生は、

本校には初めてお出でになった先生ですが、「生徒

の科学的な気付きが多く、一人一人が学習課題解

決に向かう授業であった。」と、話されました。本

日の授業は、目に見えないエネルギーの実験であ

り、「例えば、ホームランを打つには重いバットと

軽いバットでは

ど ち ら が 有 利

か、速さは二乗

に比例すること

は自動車の制動

距 離 で も 現 れ

る」など、日常

生活との関連を

図る学びも有効

であるということを教えていただきました。また、

理科の特質として学び合うことによって、結論が

収束する教科であるというようなことも話された

上で、科学的な考え方やまとめ方、行った実験等

を別の事象に当てはめてみるとどうかなど、学び

を多様に発展的に活用できる生徒の育成を目指し

てほしいとも

話されました。

なお、真崎

先生には、全

国学力・学習

状況調査結果

の秋田県の成

果と課題等に

ついてもご講

話をいただきました。ありがとうございました。

お二人のご指導を、今後の学校経営・運営等に

いかしていきたいと思います。

小中学校音楽祭 ３年生発表
11月８日、大仙市音楽祭の余韻が残る中、伝統

ある「第55回大曲仙北小中学校音楽祭 響き合う

とつながるね～言葉をこえて伝え合おう～」が、

大曲市民会館大ホールで開催されました。40組も

のプログラムでした。本校からは３年生が出演し

ました。

３年Ａ組が「蕾」、Ｂ組が「手紙」の校内合唱コ

ンクールの自由曲を歌い、最後に３年生全員で合

唱コンクール課題曲「流浪の民」を歌いました。

各学級の想いのこもった歌声もすばらしかったの

ですが、奏輪学年としての「流浪の民」は圧巻で

した。

指揮、伴奏ととも

にコーラスは迫力が

あり情感豊かでした。

ソリストたちの澄ん

だ歌声が響き渡ると、

会場には驚きの空気

が流れました。まし

てや、学年全体としての対外的発表はこれが最後

かと思うと、じーんと心に響く、涙を誘う歌声で

もありました。奏輪学年、ブラボー！！

（一つだけ心残りがあります。奏輪学年の皆さん

もそうではないかと思っています。）

生徒会役員等及び学級委員の認証・委嘱式
11月９日には、新生徒会役員等及び学級委員の

認証・委嘱式が行われました。

生徒会長２年加藤君、副会長２年小笠原君、田

村さんをは

じめ、生徒

会執行部、

各専門委員

長、そして、

各学級の後

期学級委員

が認証・委

嘱されまし

た。新体制

の始まりです。新しい風をどんどん吹かせて、西

仙北中学校のさらなる発展を期待します。役員・

委員、そして、構成する全校生徒の皆さん、後期

も生き生きとした活動の展開をお願いいたします。


